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作っている野菜
　サニーレタス、グリーンカール、
　長ナス、ロマネスコ、ブロッコリー

総和地区園芸部会
 青年部長 舘 野  祐 介 さん



Ｑ　趣味は何ですか？
Ａ　裁縫が得意で、昔は洋服など全部手作りしていました。
Ｑ　日頃楽しみにしていることは何ですか？
Ａ　娘の車に乗って、毎日買い物に行くことです。孫がやってい

るコンビニ（つくば）にも頻繁に行き、顔を見ることが楽しみ
です。

Ｑ　思い出に残るエピソードはありますか？
Ａ　去年の５月に100歳のお祝いを親戚一同にしてもらいました。

去年２月に新型コロナで入院しましたが、無事に退院するこ
とができ、お祝いしてもらえて嬉しかったです。

Ｑ　長寿の秘訣は何ですか？
Ａ　麦ご飯を100年食べ続けています。梅干し、ゆで卵は毎日必

ず１つ食べていて、お魚もお肉もなんでもよく食べます。

第32回
大正12年5月18日生まれ  100歳

境地区

秋 田 み ゑさん長寿バンザイ

去年、緑内障の手術をして、目が見えるようになったことをとても嬉しそうに話していたみゑさん。
これからも元気で過ごしてくださいね。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く
も
り
で

「
節
分
祭
」

三
和
地
区
　
黒
子
　
忠
則
さ
ん

輝
く
人

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
で
は
２
月

２
日
に
１
日
早
く
節
分
祭
を
行
い
ま
し
た
。
施
設

内
で
は
鬼
や
豆
の
絵
を
飾
り
雰
囲
気
十
分
、
冬
寒

の
中
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
32
名
が
元
気
に
集
ま

り
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
鬼
の
お
面
作
り
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
、

時
に
は
鼻
歌
交
じ
り
に
鬼
の
絵
に
思
い
思
い
の
色

を
塗
り
個
性
の
あ
る
お
面
を
作
り
ま
し
た
。
お
昼

に
は
お
寿
司
を
堪
能
、
目
に
も
華
や
か
な
節
分
の

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
扮
す
る
ユ
ニ
ー
ク

な
鬼
が
現
れ
、
豆
ま
き
開
始
。「
鬼
は
外
、福
は
内
」

の
元
気
な
掛
け
声
や
笑
い
声
と
と
も
に
豆
を
投
げ
、

心
に
潜
む
「
鬼
」
を
退
治
し
疫
病
退
散
、
無
病
息

災
を
願
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
「
楽
し

　
今
回
は
バ
ラ
農
家
を
営
む
黒
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
黒
子
さ
ん
が
21
歳
の
と
き
に
家
業
の
バ
ラ
農
家
を

継
ぎ
、
今
で
は
黒
子
さ
ん
が
メ
イ
ン
で
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
高
騰（
重
油・

暖
房
な
ど
）に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ど
う
し
た
ら

少
し
で
も
省
エ
ネ
に
で
き
る
か
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
に
病
害
虫
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
殺
菌
・
殺
虫
・
肥
料
設
計
な
ど
に

気
を
配
り
、
赤
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
っ
た
防
虫
な
ど

様
々
な
対
策
を
し
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
お
祝
い
の
席
で
使
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
飾
っ

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
と
話
す
黒
子
さ
ん
。

　
新
た
な
試
み
と
し
て
茨
城
県
と
協
力
し
な
が
ら
、

新
品
種
を
試
験
栽
培
し
て
お
り
、
も
う
す
ぐ
２
品
種

の
名
称
が
決
ま
り
ま
す
。
今
ま
で
は
種
苗
会
社
が
メ

イ
ン
だ
っ
た
品
種
選
定
で
す
が
、
茨
城
県
の
有
望
品

種
と
し
て
県
内
だ
け
で
栽
培（
特
定
栽
培
）が
で
き
る

よ
う
な
品
種
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
を
お
聞
き
す
る
と
、「
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
バ
ラ
の
栽
培
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
。
５

年
前
に
農
林
水

産
大
臣
賞
を
取

っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
も
う

一
度
取
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

い
ね
」「
元

気
に
な
る

ね
」
と
声

を
掛
け
合

い
、
い
つ

も
よ
り
一

段
と
笑
い

の
絶
え
な

い
「
笑
う

門
に
は
福

来
る
」
１

日
で
し
た
。
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総
和
地
区
園
芸
部
会　
販
売
実
績
検
討
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
和
地
区
園
芸
部
会
で
は
１

月
23
日
、
静
岡
県
西
伊
豆
の
「
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀

水
」
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
青
果
物
販
売
実
績

検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
部
会

員
、
指
定
市
場
関
係
者
63
名
が
参
加
。

　
総
和
地
区
園
芸
部
会
の

野
久
男
部
会
長
は「
自

然
災
害
や
異
常
気
象
等
が
予
測
さ
れ
る
中
、
良
い

品
物
を
出
荷
し
有
利
販
売
を
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
契
約
販
売
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
安
定
し
た
販

売
価
格
を
確
保
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら
令
和
５
年
度
の

実
績
報
告
が
あ
り
、
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
前

年
対
比
で
数
量
92・２
％
、
金
額
で
99・８
％
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
各
指
定
市
場
か
ら
令
和
５
年
度

Ｊ
Ａ
直
売
所
総
和
店
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
農
産
物
直
売
所
総
和
店
利
用
者
組
合
は
２
月
10
日
、
日
頃
の

感
謝
を
込
め
て
店
頭
販
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が

参
加
し
、店
内
商
品
１
，０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
た
先
着
２
０
０
名

の
方
に
、
く
じ
引
き
で
お
米
２
キ
ロ
、
干
し
い
も（
３
０
０
ｇ
）、
卵（
10
個
）、
野

菜
詰
め
合
わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
好
評
で
昼
過
ぎ
に
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

獣
魂
祭

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
養
豚
部
会
は
１
月
26
日
、
三
和
支
店
敷
地
内

に
あ
る
獣
魂
碑
で
獣
魂
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
獣
魂
祭
と
は
、

食
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
家
畜
に
感
謝
し
、
慰
霊
す
る
た
め
に

毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
読
経
の
声
が
響
く
な
か
、
出
席
者
は
鎮

魂
の
祈
り
と
感
謝
を
込
め
て
一
人
一
人
焼
香
を
し
、
畜
産
事
業
の

安
全
と
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
、
安
心
・
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
県
の
銘
柄
豚
で
あ
る

「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
」な
ど
を
年
間
約
２
，５
０
０
頭
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
同
日
の
獣
魂
祭
に
参
加
し
、
手
を
合
わ
せ
た
関
係
者
は
「
今
後

も
命
の
恵
み
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
良
品
出
荷
に
努
め

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

獣魂碑を前に祈りを捧げる参加者

の
キ
ャ
ベ
ツ
の
他
産
地
の
状
況
等
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
市
場
の
卸
担
当
か
ら
細
か
な
情
報
の
報

告
が
あ
り
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

の
販
売
経
過
と

令
和
６
年
度
の

販
売
に
つ
い
て

の
展
望
等
が
あ

り
、
参
加
者
か

ら
は
秋
冬
白
菜

が
春
白
菜
へ
切

替
わ
る
時
期
の

販
売
状
況
や
、

３
月
か
ら
出
荷

さ
れ
る
リ
ー
フ

系
や
５
月
以
降

　
来
場
者
か
ら
は
「
毎
回

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」「
次
の
機
会
に
も

ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

ご
来
店
い
た
だ
き
大
盛
況

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

秋作用白黒マルチご予約で

10OFF!!
令和6年3月31日まで

※納品は 7月～となります。

ご注文は経済渉外職員または
　　　　　各地区配送センターまで!!

％

受付期間

JA茨城むつ
み　　

誕生30周年記念
企画

大特価
今なら



A　
西
南　
加
齢
と
と
も
に
便
通
が
悪
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
先
ず
は
大
腸
の
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
の
結
果
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
病
気
が
な
け
れ
ば
便
通
の
良

く
な
る
食
品
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
や
い
も
類
、
リ
ン
ゴ
や
梨
な

ど
の
果
物
が
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
大
腸
の
働
き
は
加
齢
に
よ
っ
て
低
下
し
ま
す
の
で
、

便
通
が
食
事
や
生
活
習
慣
で
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し
腹
痛
や
下
痢
の
起
こ

り
に
く
い
下
剤
を
処
方
し
て
も
ら
う
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

A　
西
南　
日
本
人
の
糖
尿
病
の
大
部
分
を
占
め
る
2
型
糖
尿
病
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

2
型
糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
減
少
し
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
発
症

す
る
病
気
で
す
。
2
型
糖
尿
病
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
異
常
が
何
種
類
か
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
軽
い
異
常
が
多
数
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
に
な
り

や
す
い
「
遺
伝
的
体
質
」
を
作
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
体
質
が
親
か
ら

子
へ
受
け
継
が
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
極
め
て
複
雑
で
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
程
度

も
強
弱
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
研
究
で
、
父
親
や
母
親
が
糖
尿
病
で
あ
る
子
供
の

2
割
か
ら
3
割
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
糖
尿
病
は
遺

伝
す
る
病
気
で
す
が
、
親
が
糖
尿
病
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
子
供
が
必
ず
糖
尿
病
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
と
い
っ
た
「
生
活
習
慣
」
も
2
型
糖
尿
病
に
な
る
可
能

性
を
高
く
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
の
あ
る
家
庭
で
は
、
家
族
の
中
で
糖
尿
病
に

な
る
人
が
増
え
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
親
が
糖
尿
病
で
あ
る
人
は
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
「
遺
伝
的
体
質
」
と
、
食
べ
過
ぎ

や
運
動
不
足
と
い
っ
た
「
生
活
習
慣
」
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
に
な
る
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
遺
伝
的
体
質
は
ど
う
に
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

・
適
性
体
重
を
維
持
す
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る

・
適
度
な
運
動
を
す
る

・
禁
煙
す
る

・
過
度
の
飲
酒
を
避
け
る

こ
れ
ら
を
心
が
け
て
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
＆
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
共
同
企
画

　

そ
う
だ
！
西
南
に
聞
い
て
み
よ
う
♪
（
第
十
二
回
）

Ｑ 

便
通
を
良
く
す
る
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
良
い
で
す
か
？（
70
代
女
性
）

Ｑ 

糖
尿
病
は
必
ず
遺
伝
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
か
。（
70
代
女
性
）

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
16
日
、
三
和
支
店
で
令
和
５
年
度
総

会
を
開
催
し
役
職
員
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
古
河
市
役
所
農
政
課
、
全
農

い
ば
ら
き
県
西
事
務
所
、
部
会
役
員
合
わ
せ
て
34
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会
総
会

　
開
催
に
あ
た
り
、同
部
会
の
三
村
利
幸
部
会
長
が「
今

年
度
の
販
売
金
額
は
昨
年
を
更
に
上
回
り
順
調
で
あ
っ

た
が
、
生
産
資
材
等
が
高
騰
し
て
お
り
コ
ス
ト
が
上
が

っ
て
も
売
上
に
直
接
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
苦

労
し
た
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
が
続
く
が
、

来
年
度
も
有
利
販
売
に
繋
が
る
よ
う
部
会
全
員
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
や

次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三村利幸部会長

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
19
日
、
本
店
に
お
い
て
令
和
５
年
度
総

会
を
開
催
し
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
部
会
役
員
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
境
町
役
場
、

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所
、
市
場
関
係
者
な
ど
93
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、同
部
会
の
小
島
信
宏
部
会
長
が
「
令
和
５
年
度
は
異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
、

令
和
５
年
度　
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
総
会

酷
暑
の
影
響
で
野
菜
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
思
う

が
、良
品
質
の
安
定
出
荷
を
継
続
し
、有
利
販
売
に
繋

が
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合
長
は
「
農
業
者
所
得

の
増
大
へ
向
け
、
農
協
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
、
我
々
役
員
も
健
全
な
農
協
経

営
を
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

や
次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が

可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

小島信宏部会長



令和６年度　春農薬窓口相談会開催日

　春野菜・水稲の病害虫・雑草防除にむけた各種
農薬の相談会を下記のとおり開催致します。
　ご相談受付に加え、「農薬の特価販売」も実施
いたしますので、是非お立ち寄り下さい。

※開催時間は、９時～15時までとなります。

開 催 場 所
農薬窓口相談会開催の
お知らせ 地 区 名

古 河 地 区
境　地　区
総 和 地 区
三 和 地 区
猿 島 地 区
五 霞 地 区

開 催 日
３／13㈬
３／15㈮
３／19㈫
３／22㈮
３／22㈮
４／５㈮

古河支店
境配送センター
総和配送センター
三和地区営農センター 選果場
猿島中央配送センター
五霞配送センター
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　第359号の答えは、「ハツヒノデ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●石綿まさ子 ●多並　君子 ●秋庭とし子
●佐藤　香織 ●間瀬美佐子 ●木村美佐子

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
3
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

当
選
者

１月号の答え

⬇タテのカギ
1
2
3

4
6
9
10
11
13
14
16

３月下旬から４月上旬までの学校の休暇
イエスの反対語
俳句や和歌で規定より音数が多いものの
こと
いいかげんなことはしません
海に潜って貝などを採ります
どこからか梅の花のーが漂ってきた
卒業生が校長から卒業ーを授与された
捕手とバッテリーを組みます
原稿ー、投票ー
雨宿りのときに借ります
姫路や彦根、松本のものが有名

➡ヨコのカギ
歌のうまさを競うイベント
釣りで使う擬餌針のこと
舌で感じ取るもの
日本一高いものは3776ｍあります

「峠のー」は群馬県・ＪＲ横川駅の名物駅弁です
人や車が行き来する道のこと
このような役を演じられることは役者ーに尽
きます
ものを記憶する器官
ホルスタイン、ジャージーといえば
寄せ書きに使ったりサインをもらったり
ホワイトデーに贈ることもある、ふわふわと軟
らかいお菓子

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

2
5
7
8
9
11
12

14
15
16
17

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ハ ツ ヒ ノ デ

令
和
６
年
2
月
27
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
６
年
１
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
令
和
５
年
度
決
算
の
自
己
査
定
結
果
及
び
償
却
・
引

当
結
果
に
つ
い
て

４
）
令
和
５
年
度
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

５
）
将
来
５
ヵ
年
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
成
り
行

き
・
改
善
対
策
後
）
及
び
農
業
者
の
所
得
貢
献
効
果
額

（
想
定
）
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

６
）
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

７
）
令
和
５
年
度
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

８
）
令
和
５
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ

い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　「
組
合
員・利
用
者
本
位
の
業
務
運
営
に
関

す
る
取
組
方
針
」
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
本
年
度
の
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
に

つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
本
年
度
の
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
本
年
度
の
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に

つ
い
て（
案
）

第
1
回
理
事
会
だ
よ
り

第
1
回
監
事
会
だ
よ
り

第
５
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
３
ヵ
年
計
画（
令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
ま
で
）兼
自
己
改
革
工
程
表
の
見
直
し
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
兼
個
人
情
報
保
護
計
画
及
び
内
部
統
制
整
備
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　
令
和
６
年
度
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
取
組
計
画
兼

進
捗
管
理
表
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案
　
利
益
相
反
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て（
案
）

第
９
号
議
案
　
不
良
債
権
の
処
理
の
方
針
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て（
案
）

令
和
６
年
2
月
27
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
５
年
度
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

２
）
令
和
５
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ

い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て
（
案
）

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
皆
様
の
健
康
に
関
す
る
身
近
な
質
問
、西
南

　
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
募
集
し
ま
す
!!

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
総
務
企
画
課
　
行

404060363

急 募
トマト選果場
パートさん募集

私たちと一緒に働いてみませんか？

（年齢不問）

〒306－0502　茨城県坂東市山2850

茨城むつみ農業協同組合
猿島地区営農センター
☎0280－88－0584

問い合わせ先

・募集人数　若干名
・時　　給　960円
・期　　間　４月～７月中旬頃まで
・仕事内容　トマトの箱詰め作業等
・労働時間　８時30分～17時30分（休憩90分）
　　　　　　※トマト出荷量に応じてシフト。
・休　　日　土曜日
　　　　　　※トマト出荷量に応じてシフト。
・就業場所　猿島地区営農センター
　　　　　　茨城県坂東市山2850

相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報 No.7

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
【材料（6本分）】
・シュー生地
（Ａ）無塩バター…………20ｇ
（Ａ）水……………………50ml
　　　薄力粉………………30ｇ
　　　卵……………………１個
・クッキー生地
（Ｂ）無塩バター…………30ｇ
（Ｂ）砂糖…………………25ｇ
　　　薄力粉………………40ｇ
　　　アーモンドダイス…20ｇ
・カスタード
（Ｃ）卵……………………１個
（Ｃ）砂糖…………………50ｇ
（Ｃ）薄力粉………………15ｇ
（Ｃ）バニラエッセンス…３滴
　　　牛乳…………………200ml
・その他
　　　粉糖

サクサク！

　スティッ
クシューサ

ンド

提供者／
五霞支店スイーツ男子

①クッキー生地を作ります。ボウルに（Ｂ）を入れて混ぜたら、薄力粉を加え、ひと
まとまりにします。

②ラップに広げ、アーモンドダイスを散らしたら冷凍庫に入れます。
③シュー生地を作ります。鍋に（Ａ）を加え、中火で沸騰するまで加熱したら、薄力
粉を一気に加えて耐熱性のヘラで１分ほど混ぜます。

④火から下して溶き卵を加えながら混ぜ、なじんだらしぼり袋に入れます。
⑤クッキングシートを敷いた天板に絞り、６等分にした②をのせたら、190℃で20分
　焼いた後、180℃で15分焼き、そのままオーブンの中で粗熱を取ります。
⑥電子レンジでカスタードを作ります。耐熱ボウルに（Ｃ）を加え混ぜたら、牛乳を
なじませながら加え、600Wのレンジで２分加熱します。

⑦さらに混ぜたらもう一度600Wのレンジで２分加熱し、混ぜます。
⑧シュー生地を半分に切り、たっぷりとカスタードをはさみます。最後に粉糖をか
けたら完成です！！　

【作り方】【作り方】

・オーブンは必ず予熱を完了させてから焼いてください。
・シュー生地の卵は加熱したままだと火が通ってしまうので、火からおろして
　から加えてください。ポイン

ト

【準備】【準備】
無塩バターは常温に
出しておきます。
オーブンを190℃に
予熱しておきます。

いずれの場合も、 正当な理由がないのに義務を違反した場合、
　　　　　　　　　　　　　　   《１０万円以下の過料》 の適用対象となります。

令和６年４月１日から
　相続登記の申請が義務化されます。

先月号からの
第２弾

 【内容】

 【新設】

〇相続によって不動産を取得した相続人は、 その不動産を取得したことを知った日から３年
　以内に、 相続登記の申請をしなければなりません。
〇遺産分割協議の成立により、 不動産を取得した相続人は、 遺産分割協議が成立した日
　から３年以内に、 相続登記の申請をしなければなりません。

お気軽にお問い合わせください。

相続人申告登記…登記簿上の所有者に相続が開始したことと自らがその相続人であることを
　　　　　　　　申し出る制度です。 相続人が申請義務を簡易に履行することができます。
具体的な手続きとしては、 ①登記簿上の所有者に相続が開始
　　　　　　　　　　　②自らが相続人である
上記２点を登記官に申し出る制度です。 ※手続きにあたり、 他の相続人の協力は不要です。
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相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報 No.7

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
【材料（6本分）】
・シュー生地
（Ａ）無塩バター…………20ｇ
（Ａ）水……………………50ml
　　　薄力粉………………30ｇ
　　　卵……………………１個
・クッキー生地
（Ｂ）無塩バター…………30ｇ
（Ｂ）砂糖…………………25ｇ
　　　薄力粉………………40ｇ
　　　アーモンドダイス…20ｇ
・カスタード
（Ｃ）卵……………………１個
（Ｃ）砂糖…………………50ｇ
（Ｃ）薄力粉………………15ｇ
（Ｃ）バニラエッセンス…３滴
　　　牛乳…………………200ml
・その他
　　　粉糖

サクサク！

　スティッ
クシューサ

ンド

提供者／
五霞支店スイーツ男子

①クッキー生地を作ります。ボウルに（Ｂ）を入れて混ぜたら、薄力粉を加え、ひと
まとまりにします。

②ラップに広げ、アーモンドダイスを散らしたら冷凍庫に入れます。
③シュー生地を作ります。鍋に（Ａ）を加え、中火で沸騰するまで加熱したら、薄力
粉を一気に加えて耐熱性のヘラで１分ほど混ぜます。

④火から下して溶き卵を加えながら混ぜ、なじんだらしぼり袋に入れます。
⑤クッキングシートを敷いた天板に絞り、６等分にした②をのせたら、190℃で20分
　焼いた後、180℃で15分焼き、そのままオーブンの中で粗熱を取ります。
⑥電子レンジでカスタードを作ります。耐熱ボウルに（Ｃ）を加え混ぜたら、牛乳を
なじませながら加え、600Wのレンジで２分加熱します。

⑦さらに混ぜたらもう一度600Wのレンジで２分加熱し、混ぜます。
⑧シュー生地を半分に切り、たっぷりとカスタードをはさみます。最後に粉糖をか
けたら完成です！！　

【作り方】【作り方】

・オーブンは必ず予熱を完了させてから焼いてください。
・シュー生地の卵は加熱したままだと火が通ってしまうので、火からおろして
　から加えてください。ポイン

ト

【準備】【準備】
無塩バターは常温に
出しておきます。
オーブンを190℃に
予熱しておきます。

いずれの場合も、 正当な理由がないのに義務を違反した場合、
　　　　　　　　　　　　　　   《１０万円以下の過料》 の適用対象となります。

令和６年４月１日から
　相続登記の申請が義務化されます。

先月号からの
第２弾

 【内容】

 【新設】

〇相続によって不動産を取得した相続人は、 その不動産を取得したことを知った日から３年
　以内に、 相続登記の申請をしなければなりません。
〇遺産分割協議の成立により、 不動産を取得した相続人は、 遺産分割協議が成立した日
　から３年以内に、 相続登記の申請をしなければなりません。

お気軽にお問い合わせください。

相続人申告登記…登記簿上の所有者に相続が開始したことと自らがその相続人であることを
　　　　　　　　申し出る制度です。 相続人が申請義務を簡易に履行することができます。
具体的な手続きとしては、 ①登記簿上の所有者に相続が開始
　　　　　　　　　　　②自らが相続人である
上記２点を登記官に申し出る制度です。 ※手続きにあたり、 他の相続人の協力は不要です。
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■掲載商品以外にも各種取り扱っております。

※申し込み締切日  令和６年３月８日㈮

お問い合わせはお気軽に

0120ー590ー623
TEL.0280ー92ー0141　FAX.0280ー92ー7602

セレモニーホールそうわ
セレモニーホールさくら 古河市駒羽根711番地

フリーダイヤル生活部 葬祭課

お彼岸用返礼品のご案内

■納品がお彼岸に間に合わないことがありますので、お早めのご注文をお願い致します。
■在庫切れの際はご容赦願います。
■商品は残品をお引き取り致しますので、多少多めにご注文下さい。
■商品によっては、色・柄・内容等が変わることがありますのでご了承願います。
■環境保護の一環として、包装を一部省略させていただくことをご了承願います。

■下記の商品は一例でございます。

春分の日を中日として、前後３日間を
合わせた７日間です。
  　彼岸入り　　　　　３月17日㈰
  　中日（春分の日）　３月20日㈬
  　彼岸明け　　　　　３月23日㈯

ー春の彼岸ー

もうすぐ春のお彼岸です。お彼岸を迎えられる皆様にご案内させて頂きます。

どうぞお彼岸のご準備は
JAセレモニーに
ご用命下さい。

1,080円（税込） 1,080円（税込） 1,080円（税込）

2,160円（税込）1,620円（税込） 1,620円（税込）

2,700円（税込）

① ② ③

④

⑦

⑤ ⑥
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